
2025年度大阪府訪問看護実践研修

教育ステーション事業実績報告

中河内ブロック

テンダーケア訪問看護ステーション 管理者 樫木 政子



本日の発表内容について

•目標

•計画

•実践内容(研修事業、体験研修、電話相談、コンサル)

•地域における協力体制についての気づき

•設定した目標の評価

•教育ステーション事業全体の効果と次年度の課題



目標

①多職種向けACP研修を行い、地域での定着を促進する

②人体模型を使用した実践型のフィジカルアセスメントの研修を
行い、臨床推論の力を身につけ、日々の看護に活かしてもらう。
しいては、日々のケアの質向上を目指す

③コンサルテーション事業の周知活動に尽力し、コンサルテー
ション件数を増やす。また、日々のケア・サービスの内省を専門
的視点でのアドバイスを得て、質の向上を目指す



計画

①研修事業・・・・・・・・集合研修3回

②府民への相談支援事業・・なし

③訪問看護体験研修・・・・管理者3件、スタッフ3件

④電話FAX相談・・・・・・4件

④コンサルテーション・・・同行10件、電話10件



実践内容

項目 予定 実施

研修事業 集合3回 集合３回

体験研修 管理者 3件 スタッフ3件 管理者 0件 スタッフ 7件

電話・FAX相談 4件 16件

コンサルテーション 同行 10件 電話 10件 同行 14件 電話 10件



実践内容 ①研修事業

2025年7月26日

「ACP支援実践人材育成研修」

場所：藤井会東大阪看護学校

参加者：45名
(医師・看護師・ケアマネ・リハビリ・ヘル
パー・精神保健福祉士・救命士・学生・事
務員)



実践内容 ①研修事業

2025年10月18日

「ACP支援実践人材育成研修」

場所：サポートやお

参加者：52名
(医師・看護師・ケアマネ・リハビリ・ヘル
パー・精神保健福祉士・救命士・学生・事

務員)



実践内容 ①研修事業

2025年11月29日

「フィジカルアセスメント研修」

場所：メディケアリハビリ訪問看護ST

参加者：21名
(看護師のみ対象)



実践内容 ①研修事業アンケート



研修事業を通じての気づき

▷ACP研修

人生会議が地域で行われることで、本人の希望にそった地域包括
ケアに繋がり、しいては質の向上や多職種連携の強化につながる
と感じた

▷フィジカルアセスメント研修

明日から使える知識をテーマに研修を行なった 臨床推論を進め
ていくロールプレイ形式で知識の向上に繋がった 継続が必要



研修事業を通じての課題

▷コンサル事業や電話相談Q&Aの内容を集計し、カテゴライズ
する

一番相談件数の多いカテゴリーをテーマにした研修を企画・運営
することが質の向上につながると感じた

次年度の研修は、前年度のデータに基づいた研修企画が必要であ
ると感じた(データ集計することで地域特性も可視化される)



訪問看護体験研修事業

•スタッフ研修 目標3件 実績7件

•管理者研修 目標3件 実績０件

5年目前後の病棟看護師が在宅看護と病棟の違いを学ぶ機会と
なった

様々な質問にスタッフも刺激を受け、お互いに学びがあった

訪問看護への転職を考えている看護師の応募が多かった



電話相談事業

目標4件 実績16件(内訳：訪看14件、ケアマネ1件、病院1件)

指示書の内容についてが最も多く、書籍では解決できない相談ば
かりで、近畿厚生局、役所、難病、こころの健康相談センターな
ど関係機関に問い合わせし、厚労省に相談するような内容もあっ
た。

解決した際はこちらの知識や経験にもつながり、学びの糧となっ
た。



コンサルテーション事業

•電話サポート 目標10件 実績10件(小児6,がん2,精神2)

•同行サポート 目標10件 実績14件(小児6,皮膚排泄4,がん4)

いずれも報告書からコンサル後、ケアの質の向上につながってい
ることがわかった

協会会員のステーションからの依頼が大半だったが、総合病院の
往診部(非会員)からの依頼もあった



地域の協力体制について

▷中河内地区では管理者会や役員会により、強い連携体制が整っ
ている

初めての教育ステーション事業においても、研修会の運営や広報
など強力なバックアップを得ることができた

▷教育ステーション事業を通して、横の繋がりが広がった



設定した目標の評価について

①多職種向けACP研修を行い、地域での定着を促進する

医者や看護師または介護士などの医療福祉職のみならず、救命士や学生、
一般事務職など10職種以上の参加があった。

様々な職種が人生会議を学ぶことで、医療・福祉・地域という場で、本人
の意思が尊重され、生き方を考える文化が育つと感じた

継続してACP研修を行うことで、多職種連携の質の向上に繋がり、本人の
意思の尊重、家族の負担や後悔の軽減につながる



設定した目標の評価について

②人体模型を使用した実践型のフィジカルアセスメントの研修を
行い、臨床推論の力を身につけ、日々の看護に活かしてもらう。
しいては、日々のケアの質向上を目指す

研修のねらい 明日から実践できる臨床推論

上記のねらいで研修を行なった

臨床推論に関して、事例を元に、気付き、考え、言葉にする、アセスメン
トする、ことを丁寧に細かく行なった

アンケート結果からも継続して欲しいとの声が多かった



設定した目標の評価について

③コンサルテーション事業の周知活動に尽力し、コンサルテー
ション件数を増やす。また、日々のケア・サービスの内省を専門
的視点でのアドバイスを得て、質の向上を目指す

皮膚排泄・がん・小児・リンパ浮腫ケアに関するコンサルテーションを行
なった

看護はリフレクションが大切である

こういった事業を活用して自ステーションの看護ケアの内省を行うことが
看護の質の向上につながる

ぜひ様々なステーションに活用していただきたい

広報が課題であると感じた



教育ステーション事業の効果と次年度の
課題について

▷効果

実践的な学びの提供と地域連携の強化を実現

▷課題

周知方法の見直しが必要

ニーズに応じた研修テーマの拡充が必要



ありがとうございました
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